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２
回
戦
・
天
城
町
（
４
対
０
）

　

喜
界
町
は
1
回
裏
、
野
間
弘
也
選
手
の

適
時
打
（
タ
イ
ム
リ
ー
）
で
2
点
を
先
制
し
、

さ
ら
に
追
加
点
で
3
点
奪
取
。
5
回
裏
に

も
、
１
点
を
も
ぎ
取
り
、
投
手
陣
3
人
の

継
投
で
完
封
勝
利
し
た
。

準
決
勝
・
知
名
町
（
５
対
２
）

　

知
名
町
が
2
回
裏
に
１
点
を
先
制
。
喜

界
町
は
３
回
表
、
峰
山
恵
喜
光
選
手
の
３
塁

打
で
2
点
を
奪
い
逆
転
。
4
回
裏
、
知
名

町
に
1
点
を
献
上
す
る
が
、
7
回
表
、
峰

山
選
手
の
適
時
打
な
ど
で
３
点
を
加
え
試
合

を
決
め
た
。

決
勝
・
奄
美
市
（
１
対
０
）

　

喜
界
町
は
４
回
表
、
益
田
大
進
選
手
の
適

時
打
で
先
制
し
、
投
げ
て
は
野
間
貴
也
選
手

が
、
冷
静
か
つ
気
迫
溢
れ
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
１

安
打
完
封
、
優
勝
を
決
め
た
。

　

嶺
新
一監
督
は
「『
和
を
大
事
に
』
を
テ
ー

マ
に
チ
ー
ム
の
結
束
力
で
決
勝
ま
で
上
が
り
、

接
戦
を
も
の
に
し
た
。
県
大
会
で
は
3
年
ぶ

り
の
優
勝
を
目
指
す
」
と
力
を
込
め
て
語
っ

た
。

　

予
選
を
順
調
に
突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
駒
を
進
め
た
喜
界
町
は
準
決
勝
の
対

与
論
町
戦
、
時
間
終
了
間
際
に
全
員
が
あ

が
る
パ
ー
フェク
ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
。
士
気
あ

が
る
喜
界
町
は
奄
美
市
と
の
決
勝
戦
、
先
行

を
許
す
も
後
半
追
い
上
げ
、
12
―
10
の
き
ん

差
で
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

　

町
田
誠
志
主
将
は
「
週
5
日
・
1
日
3

時
間
の
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
大
会
に
臨
ん

だ
。
地
元
開
催
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
準
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
来
年
こ
そ
は
優
勝
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

強
風
と
炎
天
下
の
中
で
行
わ
れ
た
陸
上
競

技
は
、
喜
界
町
の
選
手
で
最
高
齢
の
松
本

望
選
手
が
50
歳
代
男
子
２
千
㍍
に
出
場
し
、

還
暦
と
は
思
え
な
い
快
走
を
見
せ
、
ま
た
、

男
子
千
五
百
㍍
で
は
高
校
生
が
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ

ニッ
シ
ュ
を
決
め
る
な
ど
、
喜
界
選
手
団
は
大

い
に
湧
い
た
。

　

古
沼
寛
之
監
督
は
「
前
大
会
よ
り
県
体

出
場
選
手
と
優
勝
種
目
が
増
え
、
十
分
な

手
応
え
を
感
じ
た
。
本
町
で
今
年
12
月
に

開
催
さ
れ
る
郡
駅
伝
大
会
に
弾
み
が
つい
た
。

人
材
の
発
掘
・
確
保
を
進
め
な
が
ら
来
年
は

優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

軟
式
野
球
競
技
が
優
勝
!!
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
と
陸
上
競
技
男
子
は
準
優
勝
！

　

第
67
回
県
民
体
育
大
会
・
第
54
回
大
島
地
区
大
会
が
７
月
13
・
14
日
を
中
心
と
す
る
日
程

で
大
島
地
区
各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。
台
風
7
号
の
影
響
で
大
会
開
催
が
懸
念
さ
れ
た
今

大
会
、
船
便
の
欠
航
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
各
市
町
村
で
出
場
で
き
な
か
っ
た
競
技
団
も
あ
っ

た
。
本
町
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
と
弓
道
が
欠
場
と
な
っ
た
。

　

喜
界
会
場
で
は
、
14
日
に
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
町
総
合
体
育
館
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

も
同
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
結
果
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
惜
敗
。
炎
天

下
の
中
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　

島
外
で
行
わ
れ
た
競
技
で
は
、
徳
之
島
町
開
催
の
軟
式
野
球
が
3
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
、

奄
美
市
で
開
催
さ
れ
多
く
の
選
手
が
入
賞
し
た
陸
上
競
技
男
子
は
、
団
体
で
準
優
勝
、
男
女

総
合
で
も
準
優
勝
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
競
技
で
も
喜
界
の
選
手
達
は
果
敢
に
戦
い
、
各

会
場
で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た
。

優勝を喜ぶナイン　～軟式野球～優勝を喜ぶナイン　～軟式野球～
【写真提供 横山健太さん】【写真提供 横山健太さん】

同時開催のＳＰ少年団交歓大会に出場した子どもたちと同時開催のＳＰ少年団交歓大会に出場した子どもたちと
一緒に　～陸上～【写真提供 きかいＳＰ】一緒に　～陸上～【写真提供 きかいＳＰ】

準優勝に輝いたゲートボール選手団準優勝に輝いたゲートボール選手団
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平成25年 7月開催

開催地 競技名 優勝 ２位 ３位 試 合 結 果

奄美市

陸上男子 奄美 喜界 瀬戸内 総合順位
１位＝奄美、２位＝喜界、３位＝和泊
女子団体４位陸上女子 奄美 龍郷 和泊

【男子個人】50歳代男子2,000ｍ③松本望7分 59秒 3、高校男子400m①住岡尚紀56秒 0、30歳未満男
子100ｍ①古謝太志12秒１、高校男子1500m①岩川武蔵4分 28秒 0②黒田祥平4分 41秒 4、共通男子
４×100ｍ R②岩川･住岡･黒田・古謝48秒３、高校男子砲丸投②南兼太9ｍ16、30歳未満男子砲丸投①
德孝則10ｍ27
【女子個人】高校女子砲丸投① 上園田千秋8m03、高校女子走幅跳①榮田琴美4m64

サッカー 龍郷 奄美 和泊・与論 【予選】喜界２－１知名、奄美１－０喜界
喜界５位

バスケット
ボール男子 奄美 徳之島 龍郷・瀬戸内 台風7号の影響により不参加

バスケット
ボール女子 奄美 瀬戸内 徳之島 台風7号の影響により不参加

相撲１部  奄美市笠利 奄美市住用 喜界・瀬戸内【総当たり戦】奄美市笠利２－１喜界、奄美市住用２－１喜界、喜界２－１瀬戸内

相撲２部 奄美市笠利 瀬戸内 喜界･徳之島【総当たり戦】奄美市笠利２－１喜界、奄美市住用２－１喜界、喜界２－１徳之島

ソフトボール男子 瀬戸内 奄美 喜界・龍郷 1回戦 喜界11－3知名、準決勝 瀬戸内10－
5喜界

ゴルフ 奄美 天城 喜界・和泊 スコア441　【個人戦】60歳以上の部③富田博 
スコア81、女子の部①松山まゆみ スコア92

龍郷町 グラウンド・
ゴルフ 知名 和泊 龍郷 スコア255、喜界10位

宇検村 バレーボール
女子 奄美A  和泊 天城・奄美B

【予選】喜界２－０天城、喜界２－０宇検、【決
勝トーナメント】1回戦 奄美 B２－０喜界、
喜界５位

瀬戸内町

ソフトテニス男子 瀬戸内 和泊 喜界・奄美
【予選】喜界３－１天城、喜界３－２宇検、喜界
３－２奄美【決勝トーナメント】準決勝 和泊３
－２喜界

ソフトテニス女子 瀬戸内 奄美 天城
【総当たり戦】奄美２－１喜界、龍郷３－０喜界、
瀬戸内３－０喜界、天城３－０喜界、和泊２－
１喜界、喜界６位

喜界町

バトミントン男子 知名 奄美 瀬戸内 【総当たり戦】奄美２－１喜界、知名２－１喜界、
瀬戸内２－１喜界、喜界３－０龍郷、喜界４位

バトミントン女子 奄美 与論 瀬戸内・知名【予選】奄美３－０喜界、与論２－１喜界喜界５位

ゲートボール 奄美 喜界 和泊・与論

【予選】喜界21－10龍郷
【決勝トーナメント】1回戦 喜界14－９宇検、
準決勝 喜界 25－７与論、決勝 奄美12－10
喜界

徳之島町 弓道 徳之島 伊仙 天城 台風による7号の影響により不参加

天城町 軟式野球 喜界 奄美 知名･龍郷 ２回戦 喜界４－０天城、準決勝 喜界５－２知名、
決勝 喜界１－０奄美

伊仙町 バレーボール
男子 奄美 知名 徳之島･龍郷

【予選】喜界２－０天城、伊仙２－１喜界、【決
勝トーナメント】１回戦 知名２－１喜界、
喜界５位

知名町 テニス 奄美 徳之島 知名
【予選】喜界４－１天城、知名３－２喜界
【個人戦】女子一般②岡本早紀・渡千恵美ペア
喜界4位

＊参加競技のみ掲載。水泳、卓球、柔道、ソフトボール女子、全空連空手、ハンドボール、剣道、ラクビー、カヌーは不参加

第67回県民体育大会第54回大島地区大会各競技別成績
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信
第
二
連
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島

信
第
二
連
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島

行
き
の
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
車
中
で
真
の
目
的

行
き
の
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
車
中
で
真
の
目
的

地
は
沖
縄
だ
と
告
げ
ら
れ
た
。

地
は
沖
縄
だ
と
告
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
頃
、
天
皇
直
属
最
高
統
帥
機
関
の
大
本

　

そ
の
頃
、
天
皇
直
属
最
高
統
帥
機
関
の
大
本

営
は
、南
西
諸
島
を
防
衛
す
る
目
的
で
第
三
二
軍

営
は
、南
西
諸
島
を
防
衛
す
る
目
的
で
第
三
二
軍

（
沖
縄
守
備
軍
）
を
新
設
し
、
沖
縄
を
要
塞
の

（
沖
縄
守
備
軍
）
を
新
設
し
、
沖
縄
を
要
塞
の

島
に
す
べ
く
兵
力
の
増
強
を
進
め
て
い
た
。

島
に
す
べ
く
兵
力
の
増
強
を
進
め
て
い
た
。

　

佐
東
さ
ん
は

　

佐
東
さ
ん
は
1111
月月
33
日
、
軍
に
合
流
す
る
た

日
、
軍
に
合
流
す
る
た

め
鹿
児
島
港
か
ら
乗
船
し
た
。
船
は
魚
雷
攻
撃

め
鹿
児
島
港
か
ら
乗
船
し
た
。
船
は
魚
雷
攻
撃

を
避
け
る
た
め
ジ
グ
ザ
ク
に
航
行
し
、
船
酔
い
す

を
避
け
る
た
め
ジ
グ
ザ
ク
に
航
行
し
、
船
酔
い
す

る
者
も
現
れ
た
が
、
船
の
動
き
が
米
軍
に
察
知

る
者
も
現
れ
た
が
、
船
の
動
き
が
米
軍
に
察
知

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
海
に

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
海
に
嘔嘔お

う
と

お
う
と吐吐
す
る
事
は
許

す
る
事
は
許

さ
れ
ず
、
持
っ
て
い
た
飯
ご
う
に
吐
き
出
し
た
。

さ
れ
ず
、
持
っ
て
い
た
飯
ご
う
に
吐
き
出
し
た
。

　　

66
日
、
船
が
那
覇
港
に
着
く
と
そ
こ
は

日
、
船
が
那
覇
港
に
着
く
と
そ
こ
は
1010
月月

1010
日
の
沖
縄
大
空
襲
の
後
で
、
市
内
の
大
半
の

日
の
沖
縄
大
空
襲
の
後
で
、
市
内
の
大
半
の

建
物
が
焼
き
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
佐
東
さ

建
物
が
焼
き
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
佐
東
さ
ん
は

そ
の
黒
い
街
を
見
渡
し
「
た
い
へ
ん
な
と
こ
ろ
に

来
た
」
と
戦せ

ん
り
つ慄
が
走
っ
た
と
い
う
。

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
沖
縄

　

那
覇
市
郊
外
に
置
か
れ
た
軍
の
司
令
部
は
辛

う
じ
て
空
襲
を
免
れ
て
い
た
。
佐
東
さ
ん
は
大

本
営
と
の
送
信
を
受
け
持
つ
対
空一号
送
信
所

に
配
属
さ
れ
た
。
11
月
下
旬
、
伍ご

ち
ょ
う長
と
上
等

兵
、
2
人
の
初し

ょ
ね
ん
へ
い

年
兵
、
佐
東
さ
ん
ら
少
年
通

信
士
4
人
は
、
沖
縄
本
島
か
ら
約
10
㌔
離
れ
た

伊い
え
じ
ま

江
島
航
空
通
信
隊
へ
転
属
命
令
が
で
た
。
通

信
所
は
島
内
に
居
住
す
る
医
師一家
か
ら
提
供

さ
れ
た
墓
内
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
墓
は
亀き

っ
こ
う甲

墓
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
亀
の
甲こ

う
ら羅
の
よ
う
に
石

を
配
し
た
下
に
、４
〜
８
畳
分
の
石
室
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
20
年
3
月
2
日
、「
電
信
三
六
連
隊
が

結
成
さ
れ
た
の
で
（
本
島
に
）
復
帰
せ
よ
」
と

命
令
が
出
た
。
佐
東
さ
ん
ら
は
伊
江
島
を
去
り
、

軍
司
令
部
合
同
通
信
所
の
電
信
三
六
連
隊
に

合
流
し
た
。

　

米
軍
の
艦
隊
群
が
沖
縄
本
島
を
取
り
囲
ん

だ
3
月
25
日
、
隊
で
初
め
て
の
犠
牲
者
が
で

た
。
伍
長
が
鑑
砲
弾
の
破
片
で
吹
き
飛
ば
さ

れ
惨ざ

ん
し死
。
上
等
兵
も
砲
弾
を
浴
び
、
両
足
の

大だ
い
た
い
ぶ

腿
部
か
ら
下
を
失
っ
た
。
佐
東
さ
ん
は
、
痛
み

に
耐
え
き
れ
ず
「
殺
し
て
く
れ
」
と
叫
ぶ
上
等

兵
の
も
と
に
駆
け
つ
け
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
かっ
た
。

　

4
月
1
日
、
米
軍
は
つい
に
沖
縄
本
島
に
上

陸
し
、
戦
火
も一層
激
し
く
な
っ
た
。

　

任
務
遂
行
中
に
佐
東
さ
ん
は
、「
お
ま
え
の
居

住
壕
が
や
ら
れ
た
ぞ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
見

る
と
先
ほ
ど
ま
で
い
た
約
１
０
０
㍍
先
に
あ
る
居

住
壕
が
大
型
砲
弾
の
直
撃
を
受
け
、
跡
形
も
な

く
吹
き
飛
び
、
寝
食
を
共
に
し
て
い
た
軍
曹
ら

7
人
が
爆
死
し
て
い
た
。
佐
東
さ
ん
は
死
と
隣
り

合
わ
せ
にい
る
戦
場
の
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

　

16
日
、
米
軍
は
佐
東
さ
ん
ら
が
い
た
伊い

え
じ
ま

江
島

に
上
陸
。
６
日
間
で
日
本
軍
約
二
千
人
、
村
民

約
千
五
百
人
が
戦
死
し
た
沖
縄
戦
の
縮
図
と
い

わ
れ
る
惨さ

ん
げ
き劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

18
日
、
墓
を
提
供
し
た
医
師一家
に
悲
劇
が

起
っ
た
。
三
女
が
漸き

り
こ
み
た
い

込
隊
に
志
願
し
、
爆ば

く
ら
い雷
を

抱
き
米
軍
の
戦
車
目
が
け
て
飛
び
込
ん
だ
。
三

女
と
面め

ん
し
き識
が
あ
っ
た
佐
東
さ
ん
は
戦
後
、
伊
江

島
に
訪
ね
た
時
そ
の
事
実
を
知
り
、
衝
撃
の
あ

ま
り
言
葉
も
で
な
かっ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
米
軍
が
沖
縄
本
島
に
上
陸
す
る
前
、

沖
縄
県
内
の
師
範
学
校
な
ど
に
通
う
男
子
上

級
生
は
、「
鉄て

っ
け
つ
き
ん
の
う
た
い

血
勤
皇
隊
」
を
編
成
し
て
戦
場

に
投
入
さ
れ
、
女
子
は
従
軍
看
護
要
員
と
し
て

病
院
の
勤
務
に
つ
く
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」
を

組
織
、
懸
命
に
戦
い
多
く
の
若
者
達
が
犠
牲
に

な
っ
た
。

必
死
の
撤
退

　

5
月
27
日
、
米
軍
に
よ
る
激
し
い
砲
撃
は
鳴

り
止
ま
ず
、
合
同
通
信
所
に
所
属
す
る
約
50
人

が
集
め
ら
れ
た
。
軍
司
令
部
か
ら
の
命
令
で
沖

縄
本
島
の
南
端
・
摩ま

ぶ

に

文
仁
へ
の
撤
退
が
伝
え
ら

れ
た
。
居
住
壕
の
砲
撃
で
軍
刀
な
ど
私
物一切

を
な
く
し
た
丸
腰
の
佐
東
さ
ん
は
、
三
八
式
歩

兵
銃
を
渡
さ
れ
た
が
、そ
の
銃
に
は
砲
弾
を
浴
び

「
殺
し
て
く
れ
」
と
絶
叫
し
て
亡
く
な
っ
た
上

等
兵
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　

撤
退
を
始
め
た
佐
東
さ
ん
ら
の
行
く
手
に
は

「
死
の
十
字
路
」
が
待
っ
て
い
た
。
南は

え
ば
る

風
原
町
の

一日
橋
十
字
路
な
ど
南
部
へ
通
じ
る
交
通
要
所

に
さ
し
か
る
と
、
米
軍
は
交
通
を
遮し

ゃ
だ
ん断
す
べ
く

こ
の
場
所
を
狙
っ
て
、容よ

う
し
ゃ赦
な
く
砲
弾
を
放
っ
た
。

　
「一日
橋
の
十
字
路
を
高
台
か
ら
見
下
ろ
し
た

と
き
、
班
長
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。一生
懸
命
に

走
れ
、
命
あ
る
限
り
走
れ
、
覚
悟
し
て
走
る
ん

少
年
通
信
士
と
し
て
沖
縄
に

少
年
通
信
士
と
し
て
沖
縄
に

　

昭
和

　

昭
和
1818
年年
44
月
、
喜
界
島
で
育
っ
た
佐
東
さ

月
、
喜
界
島
で
育
っ
た
佐
東
さ

ん
は
ん
は
1414
歳
の
時
、
鹿
児
島
市
内
の
工
業
学
校
に

歳
の
時
、
鹿
児
島
市
内
の
工
業
学
校
に

進
学
し
た
。
中
等
教
育
を
担
う
私
立
の
実
業

進
学
し
た
。
中
等
教
育
を
担
う
私
立
の
実
業

学
校
で
電
気
系
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
。

学
校
で
電
気
系
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
。

　

昭
和

　

昭
和
1919
年
４
月
、
通
信
士
を
目
指
し
官
立

年
４
月
、
通
信
士
を
目
指
し
官
立

無
線
電
信
講
習
所
の
大
阪
支
所
に
応
募
。

無
線
電
信
講
習
所
の
大
阪
支
所
に
応
募
。
1010

倍
以
上
の
難
関
を
突
破
し
、

倍
以
上
の
難
関
を
突
破
し
、55
月
に
入
学
し
た
。

月
に
入
学
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
も
経
た
な
い

　

そ
れ
か
ら
半
年
も
経
た
な
い
1010
月月
1010
日
、
学

日
、
学

校
か
ら一
方
的
に
繰
り
上
げ
卒
業
を
通
告
さ
れ

校
か
ら一
方
的
に
繰
り
上
げ
卒
業
を
通
告
さ
れ

た
。
陸
軍
の
西
部
八
二
部
隊
に
所
属
す
る
佐
賀

た
。
陸
軍
の
西
部
八
二
部
隊
に
所
属
す
る
佐
賀

の
電
信
第
二
連
隊
へ
の
配
属
を
告
げ
ら
れ
、

の
電
信
第
二
連
隊
へ
の
配
属
を
告
げ
ら
れ
、
1616

歳
で
強
制
的
に
軍
隊
に
入
隊
さ
せ
ら
れ
た
。

歳
で
強
制
的
に
軍
隊
に
入
隊
さ
せ
ら
れ
た
。

　　

2020
日
、
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
２
１
９
人
の
う

日
、
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
２
１
９
人
の
う

ち
佐
東
さ
ん
を
含
む
少
年
通
信
士

ち
佐
東
さ
ん
を
含
む
少
年
通
信
士
4040
人
は
電

人
は
電

　

昭
和

　

昭
和
2020
年年
88
月
、
広
島
市
と
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
軍
は
無
条
件
降
伏
を

月
、
広
島
市
と
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
軍
は
無
条
件
降
伏
を

含
め
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
太
平
洋
戦
争
は
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
れ
か
ら

含
め
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
太
平
洋
戦
争
は
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
れ
か
ら
6868
年
が
経

年
が
経

過
し
、
悲
惨
な
戦
争
を
語
り
継
ぐ
体
験
者
も
少
な
く
な
っ
た
。

過
し
、
悲
惨
な
戦
争
を
語
り
継
ぐ
体
験
者
も
少
な
く
な
っ
た
。

　

戦
争
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

　

戦
争
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
の
大
き
な
責
務
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
の
大
き
な
責
務
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

昨
年

　

昨
年
66
月
か
ら

月
か
ら
1010
月
ま
で
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ「
平
和
を
た
ず
ね
て
」（
広

月
ま
で
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ「
平
和
を
た
ず
ね
て
」（
広

岩
近
広
記
者
）
で
、
沖
縄
戦
の
体
験
を
語
っ
た
赤
連
在
住
の
佐
東
喜
三
郎
さ
ん
（

岩
近
広
記
者
）
で
、
沖
縄
戦
の
体
験
を
語
っ
た
赤
連
在
住
の
佐
東
喜
三
郎
さ
ん
（
8585
歳
・
昭

歳
・
昭

３
生
）。「
戦
争
体
験
を
後
世
に
伝
え
る
の
は
私
の
使
命
で
す
」
と
話
し
、
自
身
の
体
験
を

３
生
）。「
戦
争
体
験
を
後
世
に
伝
え
る
の
は
私
の
使
命
で
す
」
と
話
し
、
自
身
の
体
験
を

語
り
継
い
で
い
る
。
本
誌
で
も
佐
東
さ
ん
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
記
を
掲
載
す
る
。

語
り
継
い
で
い
る
。
本
誌
で
も
佐
東
さ
ん
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
記
を
掲
載
す
る
。

特
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だ
ー
」。佐
東
さ
ん
は
大
勢
の
人
間
や
馬
の
死
体
、

破
壊
さ
れ
た
車
両
の
間
を
無
我
夢
中
で
走
っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
最
も
佐
東
さ
ん
の
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
の
は
山
川
橋
の
光
景
だ
と
い
う
。「
死

臭
の
漂
う
泥
道
で
、
赤
ん
坊
が
亡
く
な
っ
た
母

親
に
す
が
っ
た
ま
ま
泣
い
て
い
ま
し
た
。
助
け
て

あ
げ
た
か
っ
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
後
ろ
の
兵
隊
に
背
中
を
押
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
走
り
抜
け
ま
し
た
」。

眼
前
に
広
が
る
海
を
見
て
絶
望

　

30
日
の
夜
遅
く
、
隊
は
摩
文
仁
の
断だ

ん
が
い崖
に
着

い
た
。
佐
東
さ
ん
ら
約
10
人
は
断
崖
の
上
方
に

あ
る
洞ど

う
く
つ窟
に
潜
み
、
仮
眠
を
と
っ
た
。

　

明
け
方
に
目
を
覚
ま
し
た
佐
東
さ
ん
は
、
潮

の
香
り
に
気
付
き
、
崖
に
登
っ
て
遠
く
を
見
渡

し
た
。眼
前
に
は
海
が
広
が
り
、愕が

く
ぜ
ん然
と
し
た
。「
南

に
行
く
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
こ
の
先
も
う
逃
げ

場
所
が
な
い
。
こ
こ
が
最
後
に
な
る
の
か
」
と
絶

望
し
、
親
か
ら
手
渡
さ
れ
た
お
守
り
を
握
り
し
め

た
ま
ま
、
座
り
込
ん
だ
。
希
望
を
失
っ
た
ま
ま
洞

窟
に
戻
る
と
、
軍
曹
に
言
っ
た
。「
目
の
前
は
海

で
す
。
も
う
行
く
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
」。　

　

軍
曹
は
こ
う
答
え
た
。「
何
を
慌
て
て
い
る
か
。

こ
こ
は
沖
縄
、
島
国
だ
。
進
め
ば
海
に
突
き
当

た
る
。
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
」
そ
の
言
葉
で
気

が
動
転
し
て
い
た
佐
東
さ
ん
は
自
分
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
三
二
軍
の
司
令
部
は
摩
文
仁
岳
の
洞
窟
に

置
か
れ
た
が
、
米
軍
は
そ
の
断
崖
を
狙
っ
て
激
し

い
攻
撃
を
始
め
た
。
ほ
と
ん
ど
の
洞
窟
は
天
を

仰
ぎ
、
岩
の
焼
け
焦
げ
る
匂
い
と
鮮
血
臭
が
混

じ
り
、
洞
窟
や
岩
陰
に
は
死
体
が
重
な
り
、
負

傷
者
の
う
め
き
声
が
谷
間
に
満
ち
た
。

恐
怖
の
馬
乗
り
攻
撃

　

軍
司
令
部
は
兵
力
の
増
強
を
名
目
に
、
電
信

第
三
六
連
隊
な
ど
か
ら
も
選
抜
し
、
前
線
に
投

入
し
た
。
佐
東
さ
ん
が
偶
然
出
会
っ
た
同
郷
の

兵
長
も
そ
の一人
だ
っ
た
。「
電で

ん
け
ん鍵
を
た
た
く
俺
が

ど
う
し
て
前
線
に
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
」
と
い

う
兵
長
に
佐
東
さ
ん
は
か
け
る
言
葉
も
な
く
見

送
っ
た
。「
戦
争
に
な
る
と
、
戦
闘
部
隊
だ
け
で

な
く
、
後
方
支
援
隊
や
民
間
人
の
死
者
ま
で
も

が
大
勢
で
る
の
で
す
」
と
佐
東
さ
ん
は
し
ん
み
り

と
語
っ
た
。

　

沖
縄
戦
で
、
米
軍
の
「
馬
乗
り
攻
撃
」
は

日
本
軍
を
恐
怖
に
陥

お
と
し
いれ
た
。「
馬
乗
り
攻
撃
」

と
は
、
敵
兵
が
降
参
し
な
い
と
み
る
や
い
な
や
、

洞
窟
の
真
上
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
ガ
ソ
リ
ン

を
流
し
込
ん
で
火
炎
放
射
や
ガ
ス
弾
を
撃
ち
込

む
こ
と
で
あ
る
。

　

6
月
22
日
、
摩
文
仁
断
崖
の
洞
窟
に
隠
れ
て

い
た
佐
東
さ
ん
は
馬
乗
り
攻
撃
を
察
知
し
、
洞

窟
か
ら
逃
げ
難
を
逃
れ
た
。「
頭
上
の
台
地
を

走
る
戦
車
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
音
と
米
兵
の
叫
ぶ
声

が
し
ま
し
た
。
油
臭
い
風
が
吹
き
込
ん
だ
と
き
に

は
戦
車
の
火
炎
放
射
器
が
火
を
噴
い
た
と
わ
か

り
ま
し
た
」

　

こ
の
少
し
前
、
第
三
二
軍
の
洞
窟
司
令
部
が

馬
乗
り
攻
撃
に
あ
っ
た
の
を
佐
東
さ
ん
は
目
撃
し

て
い
る
。
翌
23
日
未
明
、
軍
司
令
官
と
参
謀
長

が
断
崖
の
岩
場
で
自
決
し
、
第
三
二
軍
の
組
織

的
な
戦
闘
は
終
わ
っ
た
。

決
意
の
投
降

　

24
日
、
電
信
三
六
連
隊
の
佐
東
さ
ん
ら
約
30

人
の
生
存
者
は
、
中
隊
本
部
か
ら
自
由
行
動
を

示
し
た
「
敵
中
を
突
破
し
て
国く

に
が
み頭
で
壮
図
を
は

か
れ
」
と
い
う
最
後
の
命
令
を
受
け
た
。
太
平

洋
に
面
し
た
摩
文
仁
の
断
崖
を
下
り
て
海
岸
に

出
る
と
は
る
か
遠
く
に
島
影
を
見
つ
け
た
。

　

25
日
の
夜
、
佐
東
さ
ん
ら
10
人
は
島
へ
の
脱

出
を
決
め
た
が
、
到と

う
て
い底
泳
い
で
行
け
る
距
離
で

は
な
か
っ
た
。
倒
壊
し
た
民
家
に
残
っ
て
い
た
柱

残
っ
て
い
た
柱

な
ど
を
使
っ
て
、
皆
で
協
力
し
て
イ
カ
ダ
を
造
っ

な
ど
を
使
っ
て
、
皆
で
協
力
し
て
イ
カ
ダ
を
造
っ

た
が
、
泳
ぎ
が
苦
手
だ
っ
た
佐
東
さ
ん
は
残
る
こ

た
が
、
泳
ぎ
が
苦
手
だ
っ
た
佐
東
さ
ん
は
残
る
こ

と
を
軍
曹
に
伝
え
た
。「
こ
こ
ま
で一
緒
に
生
き

と
を
軍
曹
に
伝
え
た
。「
こ
こ
ま
で一
緒
に
生
き

延
び
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
死
ぬ
も
生
き
る
も

延
び
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
死
ぬ
も
生
き
る
も

一緒
だ
」
と
叱
ら
れ
、
半
ば
強
引
に
イ
カ
ダ
を
つ

一緒
だ
」
と
叱
ら
れ
、
半
ば
強
引
に
イ
カ
ダ
を
つ

か
ま
さ
れ
た
。

か
ま
さ
れ
た
。

　

午
後

　

午
後
1010
時
過
ぎ
に
海
岸
を
離
れ
た
が
、
明
け

時
過
ぎ
に
海
岸
を
離
れ
た
が
、
明
け

方
に
な
っ
て
も
い
っ
こ
う
に
進
ま
ず
、
大
波
に
さ

方
に
な
っ
て
も
い
っ
こ
う
に
進
ま
ず
、
大
波
に
さ

ら
わ
れ
出
発
地
点
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

ら
わ
れ
出
発
地
点
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　　

2626
日
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に
暖
を
と
っ
て
い
る
と

日
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に
暖
を
と
っ
て
い
る
と

煙
に
気
付
い
た
米
兵
に
小
銃
を
連
射
さ
れ
た
。

煙
に
気
付
い
た
米
兵
に
小
銃
を
連
射
さ
れ
た
。

佐
東
さ
ん
は
左
腕
の
付
け
根
に
銃
弾
を
受
け
出

佐
東
さ
ん
は
左
腕
の
付
け
根
に
銃
弾
を
受
け
出

血
し
、
左
手
の
親
指
に
も
弾
が
か
す
め
た
。
銃

血
し
、
左
手
の
親
指
に
も
弾
が
か
す
め
た
。
銃

弾
は
急
所
を
外
れ
た
た
め
紙一重
で
命
拾
い
し
た
。

弾
は
急
所
を
外
れ
た
た
め
紙一重
で
命
拾
い
し
た
。

「
慌
て
て
近
く
の
洞
窟
に
退
避
し
ま
し
た
。
軍

「
慌
て
て
近
く
の
洞
窟
に
退
避
し
ま
し
た
。
軍

曹
が
帯
剣
の
先
で
弾
丸
を
取
り
だ
し
て
く
れ
た

曹
が
帯
剣
の
先
で
弾
丸
を
取
り
だ
し
て
く
れ
た

の
で
の
で
化化か

の
う

か
の
う膿膿
せ
ず
に
す
み
ま
し
た
」。
こ
の
銃
撃
で

せ
ず
に
す
み
ま
し
た
」。
こ
の
銃
撃
で

の
負
傷
兵
は
洞
窟
に
担
ぎ
入
れ
て
も
、
戦
死
し

の
負
傷
兵
は
洞
窟
に
担
ぎ
入
れ
て
も
、
戦
死
し

た
仲
間
は
放
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
。

た
仲
間
は
放
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
。

　

そ
の
日
は
崖
の
上
か
ら
米
軍
に
よ
る
投
降
勧

　

そ
の
日
は
崖
の
上
か
ら
米
軍
に
よ
る
投
降
勧

告
が
し
き
り
と
聞
こ
え
、
佐
東
さ
ん
ら
は
自
決

告
が
し
き
り
と
聞
こ
え
、
佐
東
さ
ん
ら
は
自
決

か
投
降
か
の
二
者
択
一を
迫
ら
れ
た
。
午
後

か
投
降
か
の
二
者
択
一を
迫
ら
れ
た
。
午
後
44

時
過
ぎ
、
投
降
を
決
定
し
、
意
を
決
し
て
崖
に

時
過
ぎ
、
投
降
を
決
定
し
、
意
を
決
し
て
崖
に

上
が
り
、
両
手
を
上
げ
た
。
佐
東
さ
ん
ら
は
米

上
が
り
、
両
手
を
上
げ
た
。
佐
東
さ
ん
ら
は
米

軍
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
知
念
半
島
近
く
の

軍
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
知
念
半
島
近
く
の

捕捕ほ
り
ょ

ほ
り
ょ虜虜
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

　　

2727
日
、
佐
東
さ
ん
ら
は
東
海
岸
に
面
し
た

日
、
佐
東
さ
ん
ら
は
東
海
岸
に
面
し
た

屋屋や

か

や

か嘉嘉
捕
虜
収
容
所
に
移
さ
れ
た
。
収
容
所
で

捕
虜
収
容
所
に
移
さ
れ
た
。
収
容
所
で

は
現
地
召
集
兵
、
朝
鮮
人
兵
、
日
本
兵
、
将

は
現
地
召
集
兵
、
朝
鮮
人
兵
、
日
本
兵
、
将

校
に
分
け
ら
れ
、
佐
東
さ
ん
は
「
Ｐ
Ｗ
（
捕
虜
）」

校
に
分
け
ら
れ
、
佐
東
さ
ん
は
「
Ｐ
Ｗ
（
捕
虜
）」

と
書
か
れ
た
作
業
着
で
、
水
路
の
側
溝
掘
り
や

と
書
か
れ
た
作
業
着
で
、
水
路
の
側
溝
掘
り
や

電
気
工
事
な
ど
の
強
制
労
働
を

電
気
工
事
な
ど
の
強
制
労
働
を
強強しし

い
ら
れ
た
。

い
ら
れ
た
。

22
年
ぶ
り
の
帰
郷

年
ぶ
り
の
帰
郷

　　

88
月月
1515
日
正
午
、
ラ
ジ
オ
放
送
か
ら
国
民
に

日
正
午
、
ラ
ジ
オ
放
送
か
ら
国
民
に

向
け
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
し
た
こ
と
な
ど
を

向
け
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
し
た
こ
と
な
ど
を

通
告
し
た
昭
和
天
皇
の
「
終
戦
の

通
告
し
た
昭
和
天
皇
の
「
終
戦
の
詔詔

し
ょ
う
ち
ょ
く

し
ょ
う
ち
ょ
く
勅勅
」
が
出

」
が
出

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

捕
虜
と
な
っ
て

　

捕
虜
と
な
っ
て
11
年年
55
ヶ
月
経
過
し
た
昭
和

ヶ
月
経
過
し
た
昭
和

2121
年年
1111
月
初
旬
、
佐
東
さ
ん
は
強
制
労
働
中
に

月
初
旬
、
佐
東
さ
ん
は
強
制
労
働
中
に

第一次
の
捕
虜
解
放
が
あ
る
と
知
っ
た
。
名
簿
に

第一次
の
捕
虜
解
放
が
あ
る
と
知
っ
た
。
名
簿
に

名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
安
を
募
ら
せ
て

名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
安
を
募
ら
せ
て

い
る
と
、
さ
ら
に
追
加
名
簿
が
渡
さ
れ
自
分
の

い
る
と
、
さ
ら
に
追
加
名
簿
が
渡
さ
れ
自
分
の

名
前
を
見
つ
け
た
。
佐
東
さ
ん
は
「
飛
ぶ
よ
う

名
前
を
見
つ
け
た
。
佐
東
さ
ん
は
「
飛
ぶ
よ
う

な
気
持
ち
」で
復
員
船
に
乗
る
待
機
場
所
に
行
っ

な
気
持
ち
」で
復
員
船
に
乗
る
待
機
場
所
に
行
っ

た
。
た
。

　

復
員
船
は
沖
縄
を
離
れ
、
名
古
屋
港
に
着
い

　

復
員
船
は
沖
縄
を
離
れ
、
名
古
屋
港
に
着
い

た
。
下
船
後
、
沖
縄
か
ら
の
疎
開
者
集
団
に
会

た
。
下
船
後
、
沖
縄
か
ら
の
疎
開
者
集
団
に
会

う
と
す
ぐ
に
取
り
囲
ま
れ
た
。「
沖
縄
が
こ
う
な
っ

う
と
す
ぐ
に
取
り
囲
ま
れ
た
。「
沖
縄
が
こ
う
な
っ

た
の
も
お
も
え
た
ち
の
せい
だ
。よ
く
生
き
て
帰
っ

た
の
も
お
も
え
た
ち
の
せい
だ
。よ
く
生
き
て
帰
っ

て
き
た
な
」
と

て
き
た
な
」
と
罵罵ば

せ
い

ば
せ
い声声
を
浴
び
、
あ
ま
り
の
剣
幕

を
浴
び
、
あ
ま
り
の
剣
幕

に
皆
が
尻
込
み
し
た
。
佐
東
さ
ん
は
、
復
員
を

に
皆
が
尻
込
み
し
た
。
佐
東
さ
ん
は
、
復
員
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
反
面
、
県
民

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
反
面
、
県
民

のの
44
人
に一人
が
犠
牲
と
な
っ
た
沖
縄
戦
だ
け
に

人
に一人
が
犠
牲
と
な
っ
た
沖
縄
戦
だ
け
に

県
民
の
怒
り
も
理
解
で
き
た
と
い
う
。

県
民
の
怒
り
も
理
解
で
き
た
と
い
う
。

　

佐
東
さ
ん
は
名
古
屋
か
ら
列
車
に
乗
り
鹿
児

　

佐
東
さ
ん
は
名
古
屋
か
ら
列
車
に
乗
り
鹿
児

島
に
着
く
と
、
沖
縄
と
故
郷
の
喜
界
島
を
含
む

島
に
着
く
と
、
沖
縄
と
故
郷
の
喜
界
島
を
含
む

奄
美
群
島
は
米
軍
の
行
政
下
に
置
か
れ
て
い
る

奄
美
群
島
は
米
軍
の
行
政
下
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、

こ
と
を
知
り
、
唖唖あ

ぜ
ん

あ
ぜ
ん然然
と
し
た
。
渡
航
申
請
が
複

と
し
た
。
渡
航
申
請
が
複

雑
で
鹿
児
島
市
で
１
ヶ
月
も
待
機
さ
せ
ら
れ
た
。

雑
で
鹿
児
島
市
で
１
ヶ
月
も
待
機
さ
せ
ら
れ
た
。

　

喜
界
島
に
戻
っ
た
と
き
、
両
親
と
姉
に
迎
え

　

喜
界
島
に
戻
っ
た
と
き
、
両
親
と
姉
に
迎
え

ら
れ
た
が
、
実
家
は
空
襲
で
焼
失
し
て
跡
形
も

ら
れ
た
が
、
実
家
は
空
襲
で
焼
失
し
て
跡
形
も

な
か
っ
た
。

な
か
っ
た
。
1616
歳
で
沖
縄
に
赴
い
た
佐
東
さ
ん
は

歳
で
沖
縄
に
赴
い
た
佐
東
さ
ん
は

す
で
に

す
で
に
1818
歳
に
な
っ
て
い
た
。

歳
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
ど
う
い
う
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
ん
な
に

　
「
ど
う
い
う
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
ん
な
に

残
酷
で
罪
深
い
『
戦
争
』
と
い
う
も
の
は
、
二
度

残
酷
で
罪
深
い
『
戦
争
』
と
い
う
も
の
は
、
二
度

と
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。

と
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。

　

佐
東
さ
ん
は
沖
縄
へ
の
慰
霊
の
行
脚
を
繰
り
返

　

佐
東
さ
ん
は
沖
縄
へ
の
慰
霊
の
行
脚
を
繰
り
返

し
、
今
も
戦
没
者
へ
の
冥
福
を
祈
り
続
け
て
い
る
。

し
、
今
も
戦
没
者
へ
の
冥
福
を
祈
り
続
け
て
い
る
。

【
参
考
資
料　

毎
日
新
聞
「
平
和
を
た
ず
ね
て
」

【
参
考
資
料　

毎
日
新
聞
「
平
和
を
た
ず
ね
て
」

①
〜
⑯
平
成

①
〜
⑯
平
成
2424
年年
66
月月
55
日
〜
日
〜
1010
月月
1616
日
】
日
】
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45
年
ぶ
り
の
里
帰
り

〜
旧
上
嘉
鉄
小
・
日
本
復
帰
を
祝
う
幕
〜

　

旧
上
嘉
鉄
小
学
校
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

「
日
本
復
帰
を
祝
う
幕
」
が
こ
の
ほ
ど
、

浦
原
出
身
の
中
勉
さ
ん
（
奄
美
市
）
か

ら
喜
界
島
郷
土
研
究
会
の
上
原
慶
三
郎

会
長
を
通
じ
て
町
に
〝
里
帰
り
〞
し
た
。

今
年
は
本
土
か
ら
分
断
さ
れ
て
い
た
奄

美
群
島
が
、
昭
和
28
年
12
月
25
日
に
悲

願
の
日
本
復
帰
を
果
た
し
て
か
ら
60
年

の
節
目
を
迎
え
る
記
念
の
年
。

　

中
さ
ん
は
こ
の
幕
に
「
日
本
復
帰
60

周
年
の
機
会
に
里
帰
り
さ
せ
た
い
」
と

書
い
た
手
紙
を
添
え
、
旧
上
嘉
鉄
小
が

閉
校
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
同

僚
で
あ
っ
た
上
原
会
長
に
郵
送
し
た
。

　

そ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
今
か
ら
45
年

前
の
昭
和
43
年
4
月
、
同
校
に
赴
任
し

て
き
た
中
さ
ん
が
校
内
の
焼
却
炉
の
中

に
あ
っ
た
幕
を
発
見
し
、
慌
て
て
火
を
消

し
た
。
幸
い
に
も
一部
が
焼
失
し
た
だ
け

で
済
ん
だ
が
、
再
び
焼
却
炉
で
処
分
さ

れ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
そ
の
ま
ま
大
切

に
保
管
し
て
き
た
。

　

復
帰
運
動
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
当

時
、
中
さ
ん
は
中
学
生
で
、
直
方
体
の

木
枠
の
四
方
に
日
の
丸
を
描
い
た
紙
を

貼
っ
た
提
灯
を
持
っ
て
「
日
本
人
は
日
本

に
帰
せ
」
な
ど
と
叫
び
な
が
ら
街
を
練

り
歩
い
た
経
験
が
あ
り
、
こ
の
幕
は
「
宝

物
」
だ
と
い
う
。

　

上
原
会
長
は
「
こ
の
幕
は
奄
美
の
歴

史
を
伝
え
る
重
要
な
財
産
で
あ
り
、
今
後
は

民
俗
資
料
室
に
展
示
し
て
町
民
に
見
て
も
ら

い
、
子
供
達
の
学
習
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
、
中
さ
ん
に
は
「
大
事
に
保

管
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
謝
意

を
表
し
た
。

喜界町に帰郷した日本復帰の旗と上原会長

題
や
行
財
政
改
革
、
新
庁
舎
建
設
、
学
校
再

編
な
ど
重
要
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

美
枝
子
夫
人
は
「
職
員
の
方
々
を
は
じ
め

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
の
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
天
国
で

本
人
も
さ
ぞ
か
し
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

叙
位
・
叙
勲
の
栄
典
制
度
は
、
日
本
国
憲

法
第
7
条
第
7
項
に
基
づ
く
制
度
。
従
六
位

は
位
階
に
お
け
る
位
の一つ
で
、
正
六
位
の
下
、

正
七
位
の
上
に
位
す
る
。
町
村
長
を
10
年
以

上
務
め
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
る
場

合
に
叙
位
さ
れ
る
。
旭
日
双
光
章
は
勲
章
の

一つ
で
、
旭
日
章
の
な
か
で
5
番
目
に
位
置
す

る
。
同
じ
く
町
村
長
を
10
年
以
上
務
め
、
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
叙

勲
さ
れ
る
。

故
加
藤
啓
雄
前
町
長
に
従
六
位
叙
位
と

旭
日
双
光
章
授
章

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

　
　
　
　
　
　

〜
消
防
操
法
研
修
会
〜

　

喜
界
町
消
防
団
（
勇
一
敏
団
長
・
団
員

１
２
９
人
）
が
主
催
す
る
消
防
操
法
研
修
会

が
７
月
７
日
、
早
町
小
学
校
内
で
開
催
さ
れ

た
。
同
会
の
開
催
は
２
年
ぶ
り
３
回
目
。

　

各
集
落
か
ら
集
ま
っ
た
分
団
員
は
午
前

中
、
同
校
体
育
館
で
規
律
訓
練
や
応
急
手
当

講
習
会
を
学
び
、
午
後
は
操
法
研
修
会
で
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
表
し
た
。

　

勇
団
長
は
「
わ
れ
わ
れ
消
防
団
員
は
、
町

民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守
る
義
務
が
あ

る
。
こ
の
日
の
た
め
に
団
員
は
休
日
を
返
上

し
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
こ
の
研
修
会
が
団

員
に
と
っ
て
い
い
研
修
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら

加
入
し
た
女
性
消
防
団
員
10
人
も
研
修
会
に

参
加
し
た
。

叙位と叙勲の伝達を受けた美枝子夫人（中央）

各分団の操法技術の披露があった

　

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
故
加
藤
啓
雄
さ
ん（
前

喜
界
町
長
）
に
従
六
位
の
叙
位
と
旭
日
双
光
章

の
授
章
が
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
7
月
10
日
に

町
長
か
ら
美
枝
子
夫
人
に
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
本
町
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
農
家
念
願
の
地
下
ダ
ム
建
設
や
畑

か
ん
事
業
な
ど
「
農
業
立
島
」
を
掲
げ
る
本

町
の
農
業
政
策
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。
平

成
12
年
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
３
期
12
年

間
、
町
政
運
営
を
先
導
し
、
市
町
村
合
併
問

6



　
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
在
住
す
る
喜
界
二
世
の
土
井

惣
一郎
く
ん
が
7
月
16
日
〜
19
日
、
喜
界
小
学

校（
佐
藤
伸
一郎
校
長
）で
体
験
入
学
を
し
た
。

土
井
く
ん
は
玉
城
精
一さ
ん
（
中
里
）
の
三
女

土
井
智
代
さ
ん
の
長
男
。
父 

土
井
豊
さ
ん（
福

岡
県
出
身
）
の
仕
事
の
都
合
で
、
日
本
か
ら

約
９
０
０
０
㌔
離
れ
た
ハン
ガ
リ
ー
で
生
活
し
て

い
る
。
語
学
は
堪た

ん
の
う能

で
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
日
本

語
、
英
語
を
流
ち
ょ
う
に
操
る
。
土
井
く
ん

は
滞
在
中
、
喜
界
小
で
国
語
な
ど
の
授
業
を

受
け
児
童
ら
と
楽
し
く
学
ん
だ
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
学
校
の
違
い
に
つ
い
て

土
井
く
ん
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
学
校
は
1
年
生

か
ら
13
年
生
ま
で
同
じ
校
舎
内
で
学
ぶ
。
給

食
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
、
朝
食
も
準
備
さ
れ

て
い
る
。
授
業
の
は
じ
ま
り
な
ど
に
か
け
る
号

令
に
は
び
っ
く
り
し
た
」
と
語
り
、
喜
界
の
印

象
に
つい
て
「
近
く
に
海
が
あ
り
、
自
然
が
いっ

ぱ
い
で
う
ら
や
ま
し
い
。
友
達
も
優
し
く
し
て

く
れ
て
毎
日
が
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
在
住
喜
界
二
世
が

　
　
　
　
　
　
　

喜
界
小
に
体
験
入
学

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
講
座
紹
介
！

　
　
　
　
　

〜
「
ワ
イ
ン
教
室
」
〜

　

公
民
館
講
座
（
毎
年
5
〜
11
月
開
講
）
で

昨
年
か
ら
開
講
し
た
「
ワ
イ
ン
教
室
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
教
室
は
毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
後
7

時
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
講
師
を
務
め
る
桑

原
卓
也
さ
ん
は
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
ワ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ
。
毎
回
、
様
々

な
産
地
の
ワ
イ
ン
を
取
り
上
げ
、
歴
史
や
特

長
な
ど
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
試
飲
）
を
交
え

て
教
え
て
い
る
。

　

ワ
イ
ン
は
最
も
歴
史
の
古
い
酒
の一つ
と
さ

れ
、
西
ア
ジ
ア
北
端
の
グ
ル
ジ
ア
周
辺
で
は
、

遅
く
と
も
紀
元
前
八
千
年
頃
か
ら
飲
ま
れ
て

い
た
と
さ
れ
る
。

　

桑
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
初
心
者
は
安
価
な

甘
口
の
白
・
赤
ワ
イ
ン
か
ら
始
め
て
、
上
級
者

は
国
産
地
と
品
種
を
見
極
め
て
、
ど
の
料
理

に
合
う
か
試
す
の
が
い
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
桑
原
さ
ん
は
「
お
酒
の
中
で
ワ
イ
ン

は
と
っつ
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
安
い

も
の
か
ら
高
価
な
も
の
ま
で
幅
広
く
、
世
界

中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ビ
ー
ル
、
焼
酎
を
飲

む
感
覚
で
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

9
月
は
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
ワ
イ
ン
な
ど
、

10
月
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ワ
イ
ン
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

教室で授業を受ける土井くん（中央）

ワインについて説明する桑原さん

売
れ
て
、
儲
か
る
商
品
の
開
発
と
は

　
　
　

〜
農
商
工
連
携
推
進
事
業
〜

　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合（
管
理
者・

朝
山
毅
奄
美
市
長
）
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
が
６
月
20
日
、
役
場
会
議
室
で
あ
っ

た
。
西
原
昌
男
さ
ん
（
食
の
デ
ザ
イ
ン

代
表
）
が
「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

商
品
開
発
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
題
し
、
講

演
を
行
っ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
同
組
合

が
行
う
農
商
工
連
携
推
進
事
業
の一環
。

　

西
原
さ
ん
は
健
康
や
長
寿
の
食
材
と

し
て
認
知
度
の
高
い
奄
美
群
島
の
食
材

を
活
用
し
た
商
品
化
ま
で
の一連
の
流
れ

を
段
階
を
追
っ
て
説
明
し
た
。
農
商
工

の
連
携
に
つ
い
て
「
最
後
に
誰
が
販
売

す
る
か
と
い
う
位
置
づ
け
が
最
も
大
事
。

製
造
者
だ
け
で
商
品
を
作
る
の
で
は
な

く
販
売
者
が
関
与
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
述
べ
た
。

　

西
原
さ
ん
は
、
首
都
圏
の
食
品
ス
ー

パ
ー
の
元
バ
イ
ヤ
ー
（
価
格
交
渉
人
）。

現
在
は
、
都
道
府
県
な
ど
の
商
品
開
発

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
を
飛
び
回
っ

て
い
る
。

「商品のレシピに売り手が関与する
ことが必要」と述べる西原さん

　

有
限
会
社
劇
団
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

（
德
満
亮
一
代
表
取
締
役
）
は
7
月
16
日
、

喜
界
小
学
校
6
年
生
児
童
を
対
象
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
演
技
指
導
を
行
っ
た
。

　

こ
の
指
導
は
、
今
年
10
月
28
日
、
喜
界
小

体
育
館
で
行
わ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ハ

ロ
ー
、
天
使
で
す
！
」
で
同
カ
ン
パ
ニ
ー
と

同
校
6
年
生
児
童
（
児
童
数
66
人
）
が
共
演

す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。
児
童
ら
は
ダ
ン

サ
ー
か
ら
発
声
法
を
学
び
、
入
念
な
ス
ト

レ
ッ
チ
指
導
や
音
域
を
広
げ
る
発
声
練
習
、

舞
台
で
の
振
付
指
導
な
ど
を
受
け
た
。

　

天
使
役
の
岩
松
紺
那
さ
ん（
中
間
）は「
劇

団
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
す
ご
く
楽
し
い

雰
囲
気
に
し
て
く
れ
た
。
の
び
の
び
と
し
た

演
技
は
見
て
い
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
本
番

も
楽
し
く
演
じ
た
い
」と
意
欲
を
覗
か
せ
た
。

　

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
同
校
が
申
請
し

た
「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体

験
事
業
」
か
ら
の
認
定
を
受
け
実
現
し
た
。

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ダ
ン
サ
ー
か
ら
演
技

指
導
を
受
け
る　

〜
喜
界
小
6
年
児
童
〜

出演者に演技指導を受ける児童たち
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手久津久集落区長。区長1年
目。昭和26年生まれ。関東で
会社員として勤務後、島に帰
省。趣味は読書とスポーツ鑑
賞。

着
き
住
み
つい
た
。
手
久
津
久
村
の
開
祖
と
い
わ
れ
、

同
集
落
で
は
島
立
て
加
那
志
と
いって
尊
ん
で
い
る
。

　

別
の
言
い
伝
え
で
は
、「
朝
戸
瀬
戸
」
は
漁
の
神
で
、

ニ
ー
ヤ
（
竜
宮
）
の
神
の
弟
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

●
花
尾
神
社

　

鹿
児
島
市
花
尾
町
（
旧
日
置
郡
郡
山
町
）
の
花

尾
神
社
の
分ぶ
ん
し祠
で
、
安
産
・
子
授
け
の
御
利
益
が

あ
る
。
何
年
も
子
を
授
か
ら
な
か
っ
た
夫
婦
が
、
参

拝
直
後
に
授
か
っ
た
な
ど
子
授
け
・
安
産
祈
願
に
集

落
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

手
久
津
久
港

　
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫（
水
深
を
深
く
す
る
た
め
に
掘
削
す
る
こ

と
）
工
事
前
は
、
現
在
の
手
久
津
久
港
の
砂
浜
が

沖
ま
で
続
い
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の
遊
び

場
で
あ
っ
た
。
旧
第
二
中
学
校
に
プ
ー
ル
が
設
置
さ

れ
る
前
は
、バ
ナ
ナ
の
幹
を
組
ん
だ
簡
易
な
水
泳
コ
ー

ス
を
作
っ
て
泳
い
で
い
た
。
集
落
の
子
供
達
は
泳
ぎ

が
得
意
で
、
集
落
対
抗
の
校
内
水
泳
大
会
で
は
優

勝
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

集
落
性

　

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
真
面
目
な
人
が
多

い
。
一人
の
ヒ
ー
ロ
ー
よ
り
も
脇
役
と
し
て
、
み
ん
な

で一致
団
結
し
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
活
動
す
る
。

　

区
長
は
「
全
員
参
加
型
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
今

後
も
持
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

崩
リ
（
く
ず
り
）
遺
跡

　

昨
年
7
月
に
町
が
発
表
し
た
崩
リ
遺
跡
。
同
遺

跡
は
総
面
積
１
万
５
千
平
方
㍍
で
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
の
も
の
と
さ
れ
る
竪
穴
状
遺
構
（
地
面
を
掘
り

下
げ
た
住
居
）
約
40
基
や
、
他
に
類
例
の
な
い
埋
葬

状
態
を
示
す
中
世
（
12
世
紀
頃
）
の
土
抗
墓
（
地

面
に
穴
を
掘
っ
た
墓
）
２
基
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

観
光
名
所
な
ど

●
泉

オ
ッ
カ
ー
…
田
い
も
用
と
し
て
取
水
し
た
り
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
苗
を
つ
け
る
場
所
を
設
置
し
て
い
る
。

概
要

　

人
口
１
４
７
人
、
世
帯
数
78
世
帯
（
平
成
25
年

６
月
末
現
在
）。
集
落
の
真
ん
中
を
走
る
県
道
を

中
心
に
海
岸
線
と
山
手
に一本
ず
つ
、
三
本
の
主
要

な
道
路
が
あ
る
。
そ
の
た
め
移
動
が
容
易
で
、
地

理
的
に
分
か
り
や
す
い
環
境
。

　

集
落
内
は
、
1
班
か
ら
10
班
に
細
分
化
し
組

織
し
て
い
る
。
集
落
活
動
や
運
営
な
ど
を
決
定
す

る
常
会
は
、
年
4
回
開
催
す
る
。
ま
た
、
常
会

に
挙
げ
る
議
題
を
検
討
す
る
役
員
会
（
約
10
人

で
組
織
）
を
設
置
し
て
い
る
。

　

竹
内
譲
氏
の
「
喜
界
島
の
民
俗
」
に
よ
る
と
、

集
落
内
に
あ
る
朝
戸
神
社
の
祭
神
の
「
朝
戸
瀬

戸
」・「
万
の
瀬
戸
」
と
い
う
夫
婦
神
が
旧
手
久
津

久
村
の
開
祖
と
さ
れ
る
。

特
色
あ
る
集
落
行
事

●
敬
老
会

　

毎
年
1
月
3
日
に
、
数
え
で
70
歳
以
上
の
敬

老
者
を
祝
う
行
事
。
以
前
は
敬
老
の
日
に
行
って

い
た
が
、
約
20
年
ほ
ど
前
か
ら
1
月
に
開
催
し
て

い
る
。
会
で
は
子
ど
も
育
成
会
や
青
年
団
が
歌
や

踊
り
を
中
心
に
盛
り
上
げ
る
。

●
集
落
運
動
会

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー
（
高
祖
祭
り
）
の
日
の
午
後
か
ら
、

集
落
民
の
健
康
増
進
と
帰
省
者
と
の
親
睦
を
図

る
た
め
に
、
ハマ
（
ム
ンマ
タ
公
園
周
辺
）
で
開
催

さ
れ
る
。
昭
和
40
年
頃
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

感
動
し
た
集
落
民
ら
に
よ
って
始
め
ら
れ
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
。

神
社

●
朝
戸
神
社

　

沖
縄
に
住
ん
で
い
た「
朝
戸
瀬
戸（
男
神
）」、「
万

の
瀬
戸
（
女
神
）」
が
漂
流
し
、
喜
界
島
に
流
れ

ナ
ー
ス
ク
…
以
前
、
集
落
の
水
道
水
と
し
て
汲
み
上

げ
ら
れ
、
現
在
は
残
って
い
な
い
。

●
ガ
ジ
ュ
マ
ル
巨
木

　

島
の
代
表
的
な
ガ
ジ
ュマ
ル
。
高
さ
17
・
７
㍍
、

幹
周
り
16
㍍
、
枝
張
り
の
直
径
は
42
㍍
。
樹
齢
は

百
年
を
越
え
る
と
推
測
さ
れ
る
。
中
村
獅
童
主
演

の
フ
ジ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅
す
ぎ
た
帰
還 

実
録
・
小

野
田
少
尉
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

●
ソ
ー
ラ
ン
サ
ー
公
園

　

こ
の
公
園
は
、
県
道
を
通
る
人
た
ち
が
海
を
眺

め
て
休
憩
し
た
く
な
る
癒
や
し
の
空
間
。
海
の
匂
い

が
漂
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
安
心
感
を
与
え
る
。
沈

む
夕
日
や
大
島
本
島
南
部
、
快
晴
時
に
は
徳
之
島

ま
で
眺
む
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ジ
ュマ
ル
巨
木
と
並
び

手
久
津
久
集
落
最
高
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。 

上空から手久津久集落を臨む上空から手久津久集落を臨む 写真提供　松平浩久写真提供　松平浩久

ガジュマル巨木ガジュマル巨木

ソーランサー公園ソーランサー公園
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６
月
16
日
（
日
）
に
役
場
コ
ミュニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
標
記
講
演
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
って
将
来
に
わ
た

る
生
き
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
保
護
者

や
学
校
関
係
者
を
対
象
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
講
師
に
喜
界
町
教
育

委
員
会
家
庭
教
育
相
談
員
の
鎌
田

純
子
先
生
を
招
き
、「
未
来
に
生
き

る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
」
と
い
う

演
題
で
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、基
本
的
自
尊
感
情
（
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
感
情
）
と
社
会
的
自

尊
感
情
（
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
感
情
）

の
二
つ
の
自
尊
感
情
を
育
む
た
め
に

親
は
何
を
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に

接
す
る
べ
き
か
、
ご
示
唆
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
１
０
０
名
を
超
え
る

関
係
者
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
島

養
護
学
校
在
宅
指
導
教
諭
や
町
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
豊
富

な
指
導
経
験
を
元
に
、
未
来
に
生

き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に

親
と
し
て
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
（
日
）
に
開
催
予
定

の
第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進

大
会
で
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
（
み

や
ま
コン
セ
ー
ル
）
の
さ
て
ら
い
と
コン

サ
ー
ト
（
離
島
や
遠
隔
地
へ
演
奏
家

を
派
遣
す
る
事
業
）
を
オ
ー
プ
ニン

グ
で
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島

県
文
化
振
興
財
団
職
員
が
来
島

し
、
喜
界
町
へ
演
奏
家
を
派
遣
し
た

い
旨
の
打
診
が
あ
り
、
生
の
演
奏
を

間
近
に
鑑
賞
す
る
機
会
の
な
い
少
な

い
喜
界
町
民
に
、
是
非
聴
か
せ
た
い

と
い
う
思
い
で
快
諾
し
た
次
第
。
当

日
の
オ
ー
プ
ニン
グ
以
外
に
、
前
日
の

23
日
（
土
）
に
も
90
分
程
度
演
奏

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
に

つい
て
は
、
追
って
チ
ラ
シ
を
配
布
し

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

を
実
施
し
、
ポ
イ
捨
て
や
海
岸
の

ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
い
た
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
度
の
共
通
実
践
事

項
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
議
員
か
ら
、「
各
学

校
で
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
り
、
き

れ
い
な
地
区
を
紹
介
し
表
彰
し
た

り
し
て
美
化
活
動
を
盛
ん
に
し
て

は
ど
う
か
」、「
ゴ
ミ
を
拾
う
よ
り

捨
て
な
い
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
に
喜
界
島
の
よ
さ
を
伝
え

る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
」、「
心
の
美
し
さ
も

大
切
だ
か
ら
『
あ
い
さ
つ
大
賞
』

を
給
食
時
間
に
紹
介
し
て
あ
い

さ
つ
運
動
を
盛
ん
に
し
て
は
ど
う

か
」
等
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
整
理
し
、
本
年
度
の
共
通

実
践
事
項
と
し
て
三
つ
の
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
具
体
的

な
取
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
で
話
し
合
い
実
施
し
て
い

き
、
来
年
度
の
子
ど
も
議
会
で
紹

介
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
の
感
想

喜
界
小
学
校
５
年　

濵
井　

南
咲
希

　

子
ど
も
議
会
で
話
し
合
っ
た
こ

と
を
友
達
や
先
生
、
家
族
な
ど
に

伝
え
、
喜
界
島
を
も
っ
と
美
し
い

島
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。

早
町
小
学
校
６
年　

栄　

健
生

　

早
町
小
学
校
で
冬
休
み
に
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
来

年
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
い
。
町

全
体
で
も
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
実
践
に
し
た
い
。

喜
界
中
学
校
３
年　

市
山　

峻
平

　

今
日
は
初
め
て
の
副
議
長
を
し

て
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
今
回
話
し
合
っ
た
こ

と
を
学
校
で
し
っ
か
り
と
実
行
し

て
い
き
た
い
。

　

７
月
23
日
（
火
）
に
第
８
回
喜

界
町
子
ど
も
議
会
が
町
議
会
議
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
「『
日

本
で
最
も
美
し
い
村
』
に
ふ
さ
わ

し
い
喜
界
島
に
す
る
た
め
に
小
・

中
学
生
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
。」
に
つ
い
て
、
各
学
校
で

話
し
合
い
を
進
め
、
そ
の
結
果
を

代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
24
年
度
の
「
ふ
る

さ
と
美
化
活
動
」
や
学
校
独
自
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
し

ま
し
た
。
喜
界
小
か
ら
は
、
ポ
ス

タ
ー
の
他
に
、
高
学
年
に
よ
る

集
落
放
送
で
の
呼
び
か
け
や
連

絡
網
な
ど
を
活
用
し
て
参
加
率
が

高
ま
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
早
町
小
学
校
か
ら
は
、
毎
朝

10
分
間
全
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
高

校
生
と
協
力
し
て
海
岸
清
掃
を
行

い
、
今
後
も
続
け
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
喜

界
中
か
ら
は
、
地
域
生
徒
会
で
議

題
に
し
て
、「
海
岸
ゴ
ミ
拾
い
」

【
子
ど
も
議
員･･･

参
加
し
た
児
童
・

生
徒
】

喜
界
小
学
校

４
年 

岩
松 

敬
志
・５
年 

濵
井 

南
咲
希

六
年 

嘉
村 

美
里

早
町
小
学
校

４
年 

富
田 

楓
河
・５
年 

照 

龍
喜

６
年 

栄 

健
生

喜
界
中
学
校

議
長 

生
田 

直
己
・
副
議
長 

市
山 

峻
平

書
記 

太
田 

三
奈

１
年 

上
園
田 

政
慶
・２
年 

安
原 

雅

３
年 

盛 

野
乃
夢

家
庭
教
育
の
充
実
を
目
指
し
開
催
!

平
成
25
年
度
総
合
家
庭
教
育
学

級
講
演
会

自身の子育て経験などを交え、自身の子育て経験などを交え、
お話しする鎌田純子先生お話しする鎌田純子先生

第
8
回
喜
界
町

　
　
　
　
　

子
ど
も
議
会
概
要

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
県
内
外
で
活

躍
す
る
演
奏
家
が
出
演
!

第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

 会場である役場コミュニティホールに 会場である役場コミュニティホールに
は入りきれないほど多くの関係者におは入りきれないほど多くの関係者にお
越しいただきました。越しいただきました。

 

一　

も
っ
と
美
化
活
動
を
広
げ
よ
う

二　

喜
界
島
の
よ
さ
を
伝
え
よ
う

三　

あ
い
さ
つ
運
動
を
盛
ん
に
し
よ
う
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☎

　

毎
月
、
開
催
し
て
い
ま
す
体
操

教
室
で
、
９
月
は
、
腰
痛
予
防
・

改
善
の
体
操
を
メ
イ
ン
の
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

腰
痛
の
心
配
が
あ
る
方
、
腰
に

負
担
の
か
か
り
や
す
い
お
仕
事
な

ど
を
さ
れ
て
い
る
方
、
大
事
な
腰

を
守
る
た
め
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
ト
レ
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

腰
痛
と
は
無
縁
と
い
う
方
の
ご
参

加
も
歓
迎
で
す
。　
　
　
　

﹇
日
時
﹈　

平
成
25
年
９
月
13
日
（
金
）

午
後
7
時
〜
8
時
30
分　

﹇
場
所
﹈

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

※
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
熱
中

症
予
防
の
た
め
、
水
な
ど
飲
み
物

も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
翌
日
９
月
14
日
（
土
）
午
前
9

時
30
分
か
ら
は
、
毎
月
行
っ
て
い

る
内
容
の
体
操
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
気
度
ア
ッ
プ
事
業
。

　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の
皆
さ

ん
、
登
録
は
お
済
み
で
す
か
。
ま

だ
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

生
き
生
き
サ
ロ
ン
や
、
長
寿
者

学
級
へ
の
参
加
者
も
増
え
、「
楽

し
み
な
が
ら
」「
張
り
合
い
を
持
っ

て
」
社
会
参
加
や
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
高
齢
者
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ポ
イ
ン
ト

が
つ
く
こ
と
に
戸
惑
い
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
大
き
な
目
的
は
、

高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
増
え
る
こ
と

で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る

施
設
も
あ
り
ま
す
。
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
係
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
設
10
周
年
を
迎
え
た
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
じ
ゅ
ま
る
」
主

催
の
講
演
会
で
、
講
師
の
鹿
児
島

県
認
知
症
介
護
指
導
者
の
坂
井
明

弘
先
生
が
お
話
さ
れ
た
テ
ー
マ
で

す
。

　

病
名
が
「
痴
呆
症
」
か
ら
「
認

知
症
」に
変
わ
っ
て
も
、「
ニ
ン
チ
」

と
呼
ば
れ
て
し
ま
う
認
知
症
の
病

気
の
人
た
ち
の
叫
び
で
す
。

　

病
名
で
し
か
呼
ば
れ
な
い
、
判

断
し
て
も
ら
え
な
い
な
ん
て
悲
し

い
こ
と
で
す
が
、
意
識
せ
ず
に
、

「
あ
の
人
は
ニ
ン
チ
」
と
か
、「
糖

尿
の
人
」
と
か
病
名
で
人
を
呼
ん

で
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、

深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
は
、
表
情
か
ら
相

手
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
能
力
は

衰
え
ま
す
。し
か
し
、「
笑
っ
た
顔
」

で
「
相
手
が
幸
せ
か
、
幸
せ
で
な

い
か
」
を
読
み
取
る
能
力
は
最
後

ま
で
衰
え
に
く
い
そ
う
で
す
。

　

大
切
な
人
に
い
つ
ま
で
も
笑
顔

で
い
て
欲
し
い
と
思
っ
た
ら
、
家

族
や
関
わ
る
私
た
ち
が
笑
顔
で
い

る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

　

本
人
や
家
族
が
笑
顔
で
い
る
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
も
必
要
で
す
。

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

　

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

３
歳
児
健
診
で

３
歳
児
健
診
で

虫
歯
ゼ
ロ
だ
っ
た
よ
！

虫
歯
ゼ
ロ
だ
っ
た
よ
！

体
操
教
室

〜
腰
痛
予
防
・
改
善
編
〜

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

私
の
こ
と
を
「
ニ
ン
チ
、

ニ
ン
チ
」
と
呼
ば
な
い
で

10



　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主

の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◎
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◎
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
現
場
で
働
く
人

◎
掛
け
金

　

日
額　

３
１
０
円

★
特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の一部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わって
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
自
社
の
福
利
厚
生
に
便
利
な
提

携
施
設
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。

★
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お

し
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様

に
対
し
、
各
種
手
続
き
の
特
例
措

置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど

建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク

セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
建
退
共

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
９
０
―
８
５
１
２

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
６
―
10　

鹿

児
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
鹿
児

島
支
部　

☎
０
９
９
―
２
５
７
―

９
２
１
６

　

皆
さ
ん
は
、「
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方

式
に
よ
る
尋
問
」
の
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

民
事
訴
訟
の
手
続
に
お
い
て
、

証
人
や
当
事
者
本
人
に
質
問
を
し

て
証
言
等
を
得
る
こ
と
を
、「
証
人

尋
問
」
ま
た
は
「
本
人
尋
問
」
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
証
人
尋
問

等
で
は
、
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
を
利

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
」
と
は
…
？

ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
と
は
、
尋
問
を

行
う
法
廷
と
は
別
の
場
所
に
い
る

証
人
等
に
対
し
て
、
法
廷
に
い
る

訴
訟
関
係
人
（
裁
判
官
、
訴
訟
代

理
人
弁
護
士
な
ど
）
が
、
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
を
用
い
て
、
尋
問
を
行
う
方

式
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
尋
問
さ
れ
る
証
人
等

は
、
訴
訟
関
係
人
が
い
る
法
廷
に

は
出
頭
せ
ず
、
お
互
い
に
直
接
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
証
人
尋
問

等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
利
用
さ
れ
る
の
？

ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
尋
問

は
、
証
人
等
が
裁
判
長
や
当
事
者

が
在
席
す
る
場
所
で
陳
述
す
る
と
、

圧
迫
を
受
け
て
精
神
の
平
穏
を
著

し
く
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、

裁
判
所
が
相
当
と
認
め
る
と
き
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
以
下
の
①
か
ら
④

の
事
情
が
考
慮
さ
れ
ま
す
（
民
事

訴
訟
法
２
０
４
条
２
号
）。　

①
事
案
の
性
質

②
尋
問
を
受
け
る
方
の
年
齢
や
心

身
の
状
態

③
尋
問
を
受
け
る
方
と
当
事
者
本

人
等
と
の
関
係

（
原
告
が
、被
告
（
加
害
者
）
が
行
っ

た
犯
罪
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が

典
型
例
）

④
そ
の
他
の
事
情

ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
尋
問
を

行
う
か
ど
う
か
は
裁
判
体
の
判
断

に
よ
り
ま
す
が
、
同
方
式
に
よ
る

尋
問
を
行
う
場
合
に
は
、
当
事
者

及
び
証
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
民

事
訴
訟
規
則
１
２
３
条
２
項
）。

ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
を
利
用
す
る

と
…
？

例
え
ば
、
原
告
が
、
被
告
（
加
害
者
）

が
行
っ
た
犯
罪
の
被
害
者
で
あ
る
場

合
に
、
被
告
や
傍
聴
人
の
在
席
す
る

場
所
で
、自
分
が
受
け
た
被
害
につい

て
証
言
す
る
こ
と
は
、
心
理
的
に
と

て
も
負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
ビ
デ
オ
リ
ン

ク
方
式
を
利
用
し
、
被
告
や
傍
聴

人
が
い
る
法
廷
と
は
別
の
場
所
で
証

言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
の
精

神
的
な
不
安
や
緊
張
感
を
軽
減
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
原
告
が
テ
レ
ビ
モニ
タ
ー

に
映
る
自
分
の
姿
を
被
告
や
傍
聴

人
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
精
神
的
な
不

安
や
緊
張
感
を
感
じ
る
場
合
、
事

案
の
性
質
等
に
よ
り
、
裁
判
所
が

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
被
告
や
傍

聴
人
か
ら
原
告
の
状
態
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
措

置
（
こ
れ
を
「
遮
へい
の
措
置
」
と

い
い
ま
す
。）
を
、
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方

式
と
併
用
し
て
と
る
こ
と
も
で
き
ま

す
（
民
事
訴
訟
法
２
０
３
条
の
３
）。

暮らしの情報 インフォメーション

知
っ
て
い
ま
す
か
？  

建
退
共
制
度

平成25年8月30日から『特別警報』の発表を開始します
　気象庁は平成25年 8月30日から特別警報の発表を開始します。
　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険
な状態にあります。屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための
行動をとってください。特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご覧いただけます。
　　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html
　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島地方気象台防災業務課　電話：０９９－２５０－９９１９

〜
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

民
事
訴
訟
に
お
け
る
ビ
デ
オ
リ
ン

ク
方
式
に
よ
る
尋
問
に
つ
い
て
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「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごし
ま県民運動推進会議
８月の取り組み
環境にやさしい住まい方（節水）
①歯磨きや食器荒いの時の、水の出
しっぱなしを止めます
②お風呂の残り湯を利用します
（洗濯。庭木の水やりなど）
③お風呂は適温・適量を心がけましょう

加工センターの衛生を守るため下記の内容を設けており
ます。確認の上ご了承ください。
○胡麻洗浄・・・料金 300 円／㎞
○胡麻は、ゴミを唐箕などで飛ばし異物が入っていない
状態にしてお持ちください。
○カビ・虫・異臭の認められる胡麻は洗浄できません。
○５㎏以上から受け付けます。
○機械での洗浄・選別のみを行います。
○胡麻の品質の状態で出来上がりの状態が大きく変わり
ますのでご了承ください。
○仕上げ選別は個人でお願い致します。
○他の利用者の迷惑や加工センター内の衛生・機械の故
障を防ぐため上記の内容をお守りください。
ご協力をお願いいたします。最近、加工センターを利用
される方々が増えておりますので利用される際は、事前
にご連絡ください。料金や詳しいことは喜界町農産物加
工センター６５－３６６６までお願いします。

　口座振替は、町指定金融機関（ＪＡなど）の口座から
納期限に自動的に振替納税されます。納期ごとに金融機
関などへ納めに行く手間が省けたり、納期限を忘れたり
することがないので、忙しい人には特に便利です。ぜひ、
ご活用ください。また、昨年から領収書は送付しており
ませんので、通帳で引落しの確認をお願いします。

　本町においては、現在１２９名の消防団員が在籍し消
防団活動に従事しています。
　消防団員は地域密着性（管轄区域に居住または勤務）・
要員動員力（消防職員の約 10 倍）・即時対応力（日頃か
ら協力訓練により災害対応の技術・知識の習得）といっ
た３つの特性を活かしながら、災害時には住民の避難誘
導や災害防御等を行っています。
　消防団員が被雇用者の場合、事業所の一層の協力と理
解と協力を得るために、また事業所として消防団活動に
協力することが、その地域に対する社会貢献および社会
責任として認められ、事業所の信頼性の向上につながる
ことにより、地域における防災体制が一層充実されるよ
うに「消防団協力事業所表示制度」があります。
　この制度は、一社につき２名以上の消防団員が従業員
として勤務しているなどの条件を満たす事業所が対象と
なります。
　国、県においてもこの制度が導入されることにより、
消防団の充実強化や地域防災体制の充実強化につながる
ため積極的に推進していますので、事業主の方は「消防
団協力事業所表示制度」の趣旨を理解して頂き導入の検
討をよろしくお願いいたします。
　詳しくは下記まで。
【喜界消防分署警防係　担当：松元　☎６５－３３１１】

Information from town 

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

消防署からのお知らせ
［喜界町消防団協力事業所表示制度］

税務課からのお知らせ
［口座振替をご利用ください］

加工センターからのお知らせ
［ゴマ洗浄についてのお願い］
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痛みや病気をその場で改善して多くの方が　喜んで帰ります。
名瀬から船で来て足が上がると言って喜び次回も予約して帰り
ます。

（早町方向に上る坂の手前　ノボリ左です）
ＴＥＬ：６５- ４２９６ ０９０- ５７８０- ６０９２

奄美　唯一の色彩治療院です
　痛みや病気にさよならしませんか

20

: 9 30日（

:9:30  – 19:00
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久山　久山　紗紗
さ らさ ら

宙宙ちゃん（中里）ちゃん（中里）
（父　忍・母　珠美）（父　忍・母　珠美）

相良　相良　奈奈
な なな な

那那さん(16歳）（左）さん(16歳）（左）
　　　　　　弥弥

み かみ か

花花さん（13歳）（右）さん（13歳）（右）
　　　　　　和和

わ かわ か

花花さん(６歳)(中央)さん(６歳)(中央)
(伊実久)(伊実久)

(父　長亨　母　真由美）(父　長亨　母　真由美）
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喜界町の推計人口
（平成25年７月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,526戸 （△ 5）

人 口   ・・・・ 7,657人 （０）

男   ・・・・ 3,702人 （△３）

女   ・・・・ 3,955人 （３）

（　）は前月比

先
月
７
月
号
３
ｐ
「
第
10
回
し
ま

興
し
ま
つ
り
」
の
記
事
中
、
産
業
部

門
の
表
彰
者
欄
に「
藤
村
昭
五（
湾
）」

（
敬
称
略
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

納付をお忘れなく！（８月）
【税】町県民・後期高齢者保険料第 2期
　9/2まで

【使用料】8月分公営住宅・簡易水道・下
水道使用料・保育料　9/2まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

氏　
　

名

久　
　

チ
エ

東
郷　
　

宏

萬　
　

敏
恭

中
山　
　

續

多
和
田
ヨ
シ
コ

城　

傳
二
郎

玉
岡　

良
三

友　
　

イ
シ

廻　
　

瑞
代

村
山　
　

勝

年94
才

65
才

50
才

83
才

88
才

81
才

82
才

90
才

78
才

85
才

住

所
湾

赤

連

伊
実
久

湾
中

里

早

町

伊

砂

上
嘉
鉄

塩

道

西

目

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

住

所
湾

赤

連

伊
実
久

佐
手
久

荒

木
湾

上
嘉
鉄

塩

道

赤

連

氏　
　

名

嶺　
　

武
與

西
俣　

貞
夫

萬
　

宣

行　
　

忠
吉

中
馬　

秀
貴

中
山
イ
ト
ミ

美
沢　

勝
秀

廻
　

猛

園
田　

正
江

氏　
　

名

元
山　

咲さ

や耶

夏
目　

虎た
け
ろ
う郎

三
島　

大た
い
よ
う洋

川
村　

英え
い
き輝

保
護
者

･

和
嗣･

･

淳
一･

･
忠
資･

･
大
輝･

住　

所

川

嶺

赤

連

小
野
津

塩

道

　

今
も
元
気
に
、
愛
車
の
バ
イ
ク
で
ス
ー
パ
ー
に
通
う
武
熊
さ
ん
。
武

熊
さ
ん
は
青
年
学
校
卒
業
後
、
大
阪
で
鉄
工
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

島
に
帰
省
し
大
工
と
し
て
働
き
出
し
た
19
歳
の
こ
ろ
、
太
平
洋
戦
争
の

空
襲
を
体
験
し
た
。
集
落
内
の
被
害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
当
時

は
み
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
し
た
と
振
り
返
る
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
さ
」
の
字
で
寝
る
こ
と
。「
こ
の
格
好
で
寝
る
と
、

熟
睡
で
き
る
ん
で
す
よ
」と
微
笑
む
。豊
年
祭
り
な
ど
の
集
落
行
事
で
は
、

若
い
人
た
ち
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
楽
し
み
と
語
る
。
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（平成25年8月21日～9月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

ゲートボール競技ゲートボール競技バトミントン競技バトミントン競技
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